
パネル展の足跡過去３６回の実績から思い出に残る１０回分を紹介します

Inside me,you are alive now

助成：ラッシュジャパン

題字は日高恵舟さんの作
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フォーラム会場風景 パネル展会場風景
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２０１２年３月３日寺尾礼さん（２４歳）の命日

 
 

第３０回パネル展Ｉｎ岩国（助成：厚生労働省）

フォーラムに１４０名パネル展に２３２名
岩国の自死遺族自助グループ代表寺尾真澄さん
のご一家はおばあちゃんも含め全員参加。お寺
さんも、幼稚園時の先生、交際していた彼も見学。
家族と地域の絆の強さを強く感じた。
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（１）”絆”思い出に残るパネル展１０選

5

  



第２回パネル展　２００７年５月大阪（助成：日本財団）

朝日新聞２００７．５．３０

ＮＨＫ，読売テレビ、朝日新聞生活面、毎日新聞、読売新聞で報道された

大阪会場風景 大阪会場風景

 
 

思い出に残るパネル展１０選（2）”親愛”

大阪の大橋錦美さんが写真も実名もさらし訴えた。夫が亡くなったのは
わずか半年前だった。反響は西日本全体に及び６００名から１０００名が見学

大橋錦美さん 主催者伊福達彦

6



第８回パネル展２００８年８月　名古屋（助成:日本財団）

朝日新聞２００８年１１月８日

朝日新聞２００８年１１月９日

中日新聞２００８年１１月９日

思い出に残るパネル展１０選（３）”トヨタの職人”

会場風景

会場風景

会場にはトヨタ社員の夫を失った内野弘子さんが駆け付けた。入口に
内野健一さんの遺品が並べられ、見学者は列をなして見入っていた。
また警察官の長男を亡くした田中幸子さん、鈴木自動車の社員だった
息子をを無くした小松さんご夫婦の姿もあった。６００人以上の見学者で
会場はごった返した。

7

  



第１５回パネル展２００９年１１月　島根　松江（助成：日本財団）

すぐ前が松江城 出雲大社は遠かった

松江の会場風景 松江の会場風景

２００９年１１月６日中国新聞

２００９年１１月７日山陰中央新報

島根県知事も見学

木下徹さんの弾き語り

思い出に残るパネル展１０選（４）”息子への思い”

地元自死遺族のグループの全面協力で実現。島根県知事も見学。
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第７回パネル展２００８年９月東京新宿（助成：日本財団）

毎日新聞２００８年９月２日

ＮＨＫ国際の海外向け特集

新宿会場の風景

思い出に残るパネル展１０選（５）”海を渡る愛しき人の足跡”

新宿会場の風景

ＮＨＫ国際の海外向け特集

ＮＨＫが通常の国内向けと海外向けけの２クルーが取材した。海外特派員
の取材もあり英語が飛び交う、会場であった。放送の翌日番組のナレーショ
ンを担当した女子アナが「気になった」と言って見学にきてくれました。見学
者２０３名。
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